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記
ケ
い
日

8
9
日
野
球
大
公

※
校
区
別
和

牛
品
lrl’

t、

I1
日
　
池
田
、
宿
利
原

11

日

神
川

12

＝
　
大
根
占

24

＝
お
と
り
講
習
会

30

日
　
川
球
大
公

今
月
の
納
税

町
民
税

才
二
期
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妙
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刷
番

蒜

蕊
脇
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フ
　
　
づ
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ノ
ィ
　
　
　
　
エ
　
リ
　
　
ロ
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ロ

ね
　
　
　
け
ニ
　

一

発
耀
発
“
印
賀

二

占根大
一

　
　
　い
ろ
「
い
の
結
紳
要
約
す
る
と
・
会
・
み
ん
な
で
賜
け
あ
い
・
巳

　
　
い
う
な．

1
明
る
い
家
庭
、
住
み
よ
た
わ
り
く
：
う
会
て
あ
り
た
い
。

鰍
。
灘
饗
籠
2
馨
霞
い
よ

　
　
λ
タ

　
　
、
巳
ド
場
て
気
が
ね
な
く
話
合
う
こ
と
◎
防
犯
組
介
を
介
川
に
わ
た
つ

釧欝
灘
竃
ぎ
難
文
化
施
設
の

　
　
て
・
明
◎
親
は
子
供
に
小
言
を
云
わ
な
◎
テ
レ
ビ
を
各
学
校
に
購
入
し

　
　
　
　
　

い
。
子
0
！
の
意
見
も
、
け
な
さ
て
’
正
し
い
見
方
、
味
い
方
、

か

1
『㌧1

竃
？
，
i

竃
6

　　o

「社会を
たげり升全
一 らひに国
社れろく一

る
す
る
く
・

煕
⌒
嘘
羅
糠
ジ
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婦
人
か
ら
仕

◎
男
尊
女
卑
を
、

向
け
て
い
る
。

◎
月
に
｛
回
位
、
年
寄
り
も
、

壮
年
も
、
婦
人
も
r
：
年
も
、
子

供

も
一
し
ょ
に
交
じ
え
た
、
話

胴
誇
迦
融
加
顯
鰭
竪
ミ

　
　
月
間
l

＝
　
　
の
も

　
　
カ
よ
う
バ竪
珊
詫

　
　
て
も

住
み

よ
い
社

（｝ 、　皇フ　、
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w

k
る
運
動
鷲
慧
警
鷲 番

組
の
遊
び
方
を
指
導
し
て
も

ら
い
た
い
。

◎
町
て

ぜ
ひ

公

園
を
作
り
、
部

落
毎
か
、
部
落
協
同
で
子
供
の

遊
び
場
を
作
る
。

◎
映
画
、
催
物
な
ど
、
あ
く
ど

い
広

告
や
、
ボ
ス
タ
－
は
や
め

る
。
◎

ま
ん
が
に
つ
い
て
は
、
学
校

、

家
庭
双
方
て
充
分
注
意
し
て

、

指
導
す
る
。

◎
子
供
の
教
育
と
併
せ
て
、
大

人
の
教
養
向
上
を
図
り
そ
の
た

電
気
事
故

を
な
く
し
よ
う

六
反
田

長
　
谷
　
勇
　
造

城

聾
韓
露
鶏
霧
憩
㏄
艦
霞
㎜
且
綴
栽
ぎ
鶉

電
気

工箋
者
と
し
て
、
墨
、
え
し
の
つ
か
な
い
災
知
に
±

　
　
　
　
　
　
一
●

疵
蒜
場
隷
認
詰
ぼ

　　

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い

。

そ

れ

で
、
と
に
か
く
、
受
口

「の
増

設
、
そ
の
他
の
電
気
関
係

ま
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
一
ぷ
人
が
電
村
に
の
ぼ
り
、
取
ρ
御
相
談
下
さ
つ
て
、
お
た
が
い

の

み

な
さ
ま
に
、
電
気
の
乱
用
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

危
険
防
止

に
、
御
協
力
を
お
願
一
ま
た
、

い
い
た

し
ま
す
。
近
ご
ろ
の
電

化
は

田
舎
の
隅
々
ま
で
ゆ
き
わ

た

り
、
電
気
釜
、
湯
沸
し
、
テ

レ

ビ
、
洗
湘
機
な
ど
、
大
変
な

普
及
ぶ
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
無
断
使
用
や
乱

、
s
　
V
　
．
N
．
．
　
，
，
．
－
－
‘
“
　
．
n
．
フ
　
く
，
～
N

め

に
、
町
公
民
舘
の
施
設
を
充

実
し
た
い
。

　
等
活
騒
な
話
し
合
い
が
行
わ

れ
た
。

　
な
お
、
各
校
区
公
民
舘
で
も

、

七

月
十
八
日
全
町
一
斉
に
L

子
供
を
守
る
会
L
を
開
い
て
、

全
様

な
課
題
に
つ
い
て
話
合
つ

た
。
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1

建
設
事
業
急
ピ
ッ
チ

山
ノ
ロ
海
岸
堤
も
近
く
着
⊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
年
度
の
建
設
事

1
明
る
い
家
庭
、

　
会
を
作
ろ
う
　
　
　
　
　
　
業
予
算
は
’
学
校
建
築
費
、
失

2
犯
罪
者
の
矯
正
、
刑
余
者
の
業
対
策
事
業
費
、
住
宅
費
な
と

　
更
生
に
協
力
し
よ
う
　
　
　
ひ
つ
く
る
め
て
約
四
千
万
E
、

3
勲
蠕
望
を
S
－
え
る
社
疏
聾
嵩
鵠
鑓
傭

を
目
標
に
、
師
々
の
行
事
を
実
一
の
も
の
、
こ
れ
か
ら
着
工
す
る

胸

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一
も
の
と
、
近
年
に
な
く
活
気
立

　
と
く
に
十
五
日
の
犯
罪
予
防
っ
て
い
ま
す
。

対
策
協
議
会
は
、
官
公
署
団
体
一
最
近
完
成
し
た
も
の
で
は
、

蕊
結霧
謬
縫
－
、
欝
妻
隠
ル

追
加
予
算
な
ど
決
め
る

　
　
　
　
　

は
七
月
十
日
本
会

議
を
開
き
’
次
の
議
案
を
審
議

決
定
し
ま
し
た
。

◎
給
与
条
例
の
改
正

　
　
　
　
　
ー
原
案
可
決

平

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
主

と
し
て
中
級
以
下
の
職
員
の
給

－
ノ
D
改
訂
を
行
い
、
夏
期
丁
当

を
、
．
1
五
ケ
月
分
増
額
す
る

一

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
老
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
七

月
の
町
議
会

前
認
禦
例
町
議
会
（
蔀
任
に
っ
い
て
－
原
案
可
決

※

さ
き
に
死
亡
さ
れ
た
吉
永
勝

剛
氏
の
後
任
に
原
口
吉
蔵
氏
を

選
任
◎
公
営
住
宅
債
の
増
額
に
つ
い

て

　
　
　
　
’
原
案
可
決

◎

第
1
回
追
加
更
正
予
算

　
　
　
　
　
　ー
原
案
可
決

※
お
も
に
給
与
改
訂
に
よ
る
経

費
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

一
　
　
工
費
三
万
五
千
円

一

2
、
久
持
線
駒
止
丁
鄭

　
　
　

駒
止
二
五
本

　
　
　

工
費
二
万
八
千
円

　
　
　
　

以
上
森
工
務
店

3
、
久
持
線
局
部
改
良
工
事

　
　
　

延
長

二
五

メ
ー
ト
ル

　
　

工
費
四
万
九
千
円

　
へ
　
ほ
　
　
れ
エ
　

二
顧
竃
円

一

5
、
弓
場
下
橋
補
修
工
事

　
　

工
費
三
万
五
千
門

　
　
　
　

上
之
園
組

6
、
堂
ノ
元
橋
架
橋
工
事

　　
　
工
費

二
五
万
五
千
円

一　
　
　
　

森
永
組

一が
あ
り
、
神
之
浜
海
岸
堤
の
昇

降
路
ニ
ケ
所
は
、
近
く
完
成
の

一
予
定

で
あ
る
。

1［
ま
た
、

に
、

一

ら
な
い
よ
う
、

　
　
　
　
み
だ

り
に
個
人
て
ピ
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ぶ
誤
謬
部
渦詩
・
だ
ろ
鵬
・
か
ろ
う

屋
の

改
造
、
増
築
な
ど
の
と
き
◎
念
を
入
れ
て
・

勝
手
に
引
込
線
を
切
つ
て
感
電
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事
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と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
き
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
、
　
　
　
～
　
　
　
’
　
　
　
ハ

野
球
、
登
山
、
テ
ニ
ス
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

事

決

る

　
　
　
　
町

休
協
夏
の

　
真
夏
の

町
に
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
恒
例
の
野
球
大
会
を
中
心

と
す
る
、
夏
の
体
育
絵
巻
が
、
今
年
も
八
刀
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
町
体
協
で
は
、
さ
き
に
理
事
会
を
開
い
て
、
夏
の
行
事
に
つ

い
て

話
合
い
、
次
の
p
程
に
よ
つ
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た

　
大
会
名

野
球
大
ヘ
ム

遊
ぎ
講
習
会

卓
球
大
会

バ

レ

ー
大
会

登
山
大
会

テ

ニ

ス

大
会

　
な
お
、

　
期
　
　
日
（
時
刻
）
　
　
　
　
会
　
　
場

八

月
八
、
九
貝
・
午
後
諄
魏
福
占
小

八

月
1
1
十
四
日
午
前
十
時

八

月
三
十
日
午
前
十
時

九
月
二
十
日
午
前
十
時

九

月
二
十
四
日
午
前
十
時

九

月
六
u
午
前
十
時

　
　
　
　

体
協
で

は
、
各
大
会
に
多
数
チ
ー
ム
の
参
加
と
’

民
み
な
さ
ん
の
声
援
を
望
ん
で
い
る
。
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，
・
　
　
、

　
大
根
占
小
講
堂

　
高
校
講
堂

小
学
校
グ
ラ
ソ
ド

　
末
　
　
定

　
高
校
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
町

科
学
的
な
経
営
目
ざ
し
て

工
護
近
鶏
瓢
犠
遷
紙
の
費
公
園
の
整
備
与
方

　
　
　
　

青
年
商
工
研
究
会
生
る

　

K
い
N
の
力
で
、
商
工
業
の
諭
の
設
置
な
ど
の
事
業
を
計
画
一

発
展
を
計
ろ
う
と
、
こ
の
ほ
と
一
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町

W
年
商
工
研
究
会
が
誕
生
し
　
と
く
に
「
買
物
は
地
元
で
」

ま
し
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
’
ま
一
の
運
動
を
強
く
お
し
進
め
る
こ

露
哩
甦
禁
豊
類
硯
亮
ゲ
誘
霞
初
珊
鷲

さ
ん
が
就
任
、
会
員
は
、
二
十
会
と
の
懇
談
会
を
行
う
こ
と
と
　

才

か

ら
三
十
五
才
ま
で
て
’
科
し
て
い
ま
す
が
’
最
近
、
都
市
一

学

的
な
経
営
の
研
究
と
商
店
街
部
業
者
の
出
張
販
売
の
進
出
が

一認
鰹
麟
殿
部
鱗
訂
號
謬
O
蜥
輔
ピ
趨

嶽
縞
編
鰐
窯
鶏
針
鐘
榔

麟癬
議
馴
］
魎
主
催
灘
難
砿

W
；
I
l
＃
i
R
成
し
奎
元
＝
盆
＝
後
援
竃
只
A
、

　
　
　
　
　
　
　
　

警
耀
、
μ
報
板
～

　
　
※
小
学
生
以
下
に
多
い
水
の
事
故

　
　
い

よ
い
よ
っ
ゆ
も
あ
が
り
暑
さ
も
本
調
子
に
な
つ
て
来

　
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
れ
多
く
な
る
の
が
水
難
事
故
で
す
。

　
昨
年
七
、
八
月
の
二
ヶ
月
間
に
県
内
で
水
死
し
た
者
は
五

　
十
1
　
人
し
か
も
少
年
が
全
体
の
約
七
割
四
十
三
人
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
少
年
の
中
で
も
一
番
多
い
の
が
小
学
生
で
十

　
て

い
る
。

板
九
人
、
次
に
学
校
に
あ
が
る
前
の
幼
児
が
十
六
人
と
な
つ

難
糀
醸
霧
藩
⌒
⌒
麟

警
り
込
ん
だ
も
の
十
一
人
で
こ
れ
は
小
学
生
で
ま
だ
泳
ぎ
に

　
自
信
が
な
い
老
で
あ
り
、
そ
の
次
に
心
蔵
マ
ヒ
に
よ
る
も

　
の

七

人
で
六
人
ま
で
が
小
学
生
と
な
つ
て
い
ま
す
o
誠
に

　
無
鉄
砲
な
水
泳
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、

　
　
い
ず
れ
に

し
て
も
大
人
の
目
か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
で

　
き
ご
と
で
あ
る
と
同
時
に
保
護
者
が
も
う
少
し
子
供
の
遊

　
び

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
な
ら
ば
、
当
然
起
ら
な
か
つ
た

　
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
が
直
剣
に
考
え
次
の
事

　
柄
に
注
意
し
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
o

　
o
子
供
を
一
人
で
水
遊
び
に
や
ら
な
い
。

　
o
子

ど
も
の
水
泳
に
は
必
ず
適
当
な
看
視
人
を
つ
け
る
。

　
○
定
め
ら
れ
た
水
泳
場
で
泳
が
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
o
危
険
区
域
を
指
定
し
て
そ
こ
に
出
入
ら
せ
な
い
。

　
o
水
に
入
る
前
の
準
備
運
動
や
泳
ぎ
の
時
間
が
長
く
な
ら

　
　
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

　
o
食
後
や
は
げ
し
い
運
動
の
直
後
に
は
泳
が
せ
な
い
。

　
o
泳

げ
る
人
で
も
自
分
の
力
を
過
信
し
な
い
。

　
o
子
と
も
の
行
先
は
必
ず
は
つ
き
り
初
せ
て
お
く

　
　
な
に
は
と
も
あ
れ
か
ね
て
の
シ
ツ
ケ
が
一
番
大
切
で
す

　
　
※
交
通
規
則
が
か
わ
り
ま
し
た

　
　
夏
季
に
な
り
ま
す
と
暑
さ
疲
労
等
に
よ
つ
て
交
通
事
故

　
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く
睡
眠
を
と
つ
て
事

　
故
の

な
い
運
転
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
道
路
交
通
取
締
規
程
が
県
道
路
交
通
取
締
規
則
と
改
め

　
ら
れ
七
月
一
日
か
ら
施
行
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
★

交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
で
ラ
ジ
ナ
を
か
け
な
が
ら
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
町
民
の
み
な
さ
ま
へ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
一

　
く
だ
さ
い
と
便
り
が
あ
り
ま
し
た
o

　
　
村
川
隼
人
氏
（
別
府
市
亀
川
町
国
立

　
別
府
病
院
1
1
棟
）

　
◎
三
十
一
年
八
月
、
十
四
年
ぶ
り
に
シ

　
　
ベ
リ
ヤ
か
ら
帰
国
以
後
療
養
中

　
　
貴
島
降
敏
t
l
，
I
（
　
R
T
2
．
　
B
O
X
4
5
6

　
　
　

　
D
E
L
A
N
O
6
　
C
A
L
I
F

　
　
　
　
　
U
．
S
　
A
　
）

◎
昨
年
三
月
北
米
契
約
移
民
と
し
て
渡
米

瓢
醗蕪
籠
ン
ダ
ル
を
含
む
）
姦
い
て
運
転
は
で
き

竃
謙
艶
翻
議
一

竃
捌
運
竃
饗
議
詣
當
ぼ
壷

　
★
い

ま
ま
て
は
道
路
で
行
う
競
技
で
警
察
署
長
の
許
可
を
大
・

う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
自
転
車
競
走
と
自
動
車
競

走
だ
け
で
あ
つ
た
が
こ
れ
に
新
し
く
徒
歩
競
走
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

L

ー

‘

i



d

T

（2）昭鞄134tl　8月10報
l

町占根犬第80

　

八

日
か

ら
十
四
日

ま
で
「
海

外
移
住
促

進
週
間
」

で
す
o

　

岸
総
理

の
中
南
米

訪
問
を
契

機
に
、
移

n
に
対
す

る
認
識
は

さ
ら
に
新

た

な
盛
上

り
を
み
せ

て

い

ま
す

　
い
ま
、

日
本
の
人

口
は
九
千

力
を
超
え

　
農
村
は

多
す
ぎ
る

人
口
に
な

や
ん

で

い

ま
す
。

　
限

ら
れ

た

農
耕
地

に
、
年
々

増
加
す
る

農
家
人
口

　
現
在
で

さ
え
所
得

の
低
い
農

④
ダ
プ
ガ
イ
に
し
な
い
こ
と

1
和
牛
を
飼
う
時
に
云
う
こ

と
で
あ
る
が
、
豚
で
も
同
じ
で

あ
る
。
何
故
か
。
水
が
多
い
と

胃
腸
を
弱
め
て
消
化
を
悪
く
す

る
。
水
は
小
便
に
な
つ
て
出
る

が
そ
の
時
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ

れ

る
。
　
「
汁
を
ズ
ー
ズ
吸
う
豚

で
な
い
と
大
き
く
な
ら
ん
一

と
云
わ
れ
る
御
仁
が
あ
る
が
ト

ン

デ
も
な
い
。
ち
よ
う
ど
牛
の

糞
の
軟
か
い
位
で
ょ
い
。

⑤
運

動
と
手
入
れ
運
動
と

云

え
ぽ
今
迄
は
生
産
豚
だ
け
す

る
も
の
の
よ
う
に
云
わ
れ
た
が

肉
豚
て
も
同
じ
’
こ
れ
か
ら
枝

肉
取
引
と
な
り
質
を
云
う
よ
う

に

な
つ
た
の
て
肉
豚
と
言
え
ど

も
肉
を
し
め
て
い
い
質
の
肉
を

造

り
た
い
。
生
産
豚
で
も
肉
豚

で
も
幼
豚
時
代
か
ら
ブ
ラ
シ
で

こ
す
つ
て
や
る
と
血
の
め
ぐ
り

が

よ
く
な
つ
て
消
化
も
よ
く
な

業
で
’
放
つ
て
お
け
ば
、
益
々

経
営

は
零
細
化

し
’
人
間
と
し

て

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
享

受
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と

田
心
わ
れ
ま
す
。
農
家
の
二
、
三

男
は
［
つ
の
失
業
者
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

大
根
占
町
に
と
つ
て
も
，
現

在
の
人
口
が
、
こ
れ
以
上
増
加

す

る
こ
と
は
、
現
在
の
産
業
経

済
の
状
況
か
ら
は
’
そ
れ
に
比

例

し
て
生
活
が
苦
し
く
な
る
一

方
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、

町

外
、
県
外
へ
の
就
労
と
、
海

外
移
住
の
1
1
つ
の
道
で
す
。

　
第
一
の
県
外
就
労
も
、
仲
々

む

つ
か

し
い
問
題
で
，
就
労
す

る
と
し
て
も
、
低
い
賃
金
と
労

働
条
件
、
そ
れ
に
安
定
し
な
い

職
種
に
も
、
と
に
か
く
す
が
り

つ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
今
日

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
く
ら
ぺ
て
、
海
外
へ

の

移
住
は
、
多
少
の
苦
難
は
あ

る
と
し
て
も
、
そ
の
将
来
は
’

健
全

か

つ
明
る
い
希
望
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　
恵

ま
れ
た
自
然
、
広
大
な
土

地

に
、
開
拓
の
鍬
を
い
れ
、
着

々

と
豊
か
な
生
活
を
築
き
あ
げ

る
喜
び
は
、
移
住
者
で
な
く
て

は
わ

か
ら
な
い
と
申
し
ま
す
。

　
せ

ま
い
土
地
に
し
が
み
つ
き

’

将
来
の
希
望
も
見
出
せ
な
い

現
状
を
突
破
す
る
道
は
’
た
だ

「海
外
移
住
」
あ
る
の
み
で
す
。

　
南
米
の
広
大
な
沃
地
は
’
そ

の

よ
う
な
青
年
を
待
つ
て
い
る

の

で
す
o

と
こ
ろ
で
’

　
　
南
米
と
は

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
よ
う
o

◎
そ

の
代
表
的
な
国
一
ブ
ラ
ジ

ル
」

は
、
日
本
の
二
十
二
倍
の

国
士
に
’
人
口
わ
ず
か
六
千
万

人
、
う
ち
日
本
人
が
五
十
万
人

生
活
し
て
い
ま
す
。

一
か
く
千
金
を
夢
み
る
な
ど
’

最
も
危
険
で
あ
り
ま
す
。

◎
家
族
移
住
の
場
合

　
最
初
か
ら
自
営
開
柘
に
当
る

も
の
と
’
契
約
雇
用
者
に
な
る

も
の
と
あ
り
ま
す
。

　
自
営
開
柘
の
場
合
は
、
六
ケ

月
か
ら
十
ヶ
月
は
、
政
府
が
生

活
補
給
金
を
出
し
て
生
活
を
保

証
し
ま
す
。

　
旅
費
や
’
持
つ
て
い
く
資
金

も
、
政
府
の
融
資
が
あ
り
，
自

分
の
財
産
を
処
分
し
た
り
し
て

調
達
で
き
る
も
の
で
す
。

　
資
金
は
、
大
体
十
五
万
円
か

気
侯

は
’
割
に
住
み
や
す
く
ら
三
十
万
円
位
で
す
。

生
活
が
し
や
す
い
と
い
つ
旦
な
こ
と
は
・
海
外
協
会
大
根
占

翻
巽
擁
繧
鯵
墜
墓
醸
欝
）
へ
御
藷
く

一
年
中
、
一
と
お
り
の
服
装
で

春
夏
秋
冬
、
服
装
を
か
え
る
必

要
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
つ
て
、
生
活
の
面
で

も
服
装
に
金
が
か
か
ら
ず
’
肉

類
、
果
物
も
豊
富
で
安
価
で
す

　
住
民

は
、
白
人
六
五
％
、
混

血
二
〇
％
黒
人
十
五
％
、

宗
教
は
自
由
で
キ
リ
ス
ト
教
が

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

※
移
住
す
る
に
は

◎
ま
ず
心
が
ま
へ
が
大
切
で
す

　
移
住
は
「
出
か
せ
ぎ
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
骨
を
南

米
に

埋
め

る
覚
悟
が
な
い
と
移

住

は
決

し
て
成
功
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経

済
課
か
、
農
業
委
員
会
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
単
独
移
住
の
場
合

　
年
令
は
二
十
五
才
ま
で
’
柘

植
講
習
所
を
卒
業
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
か
ら
’
学
校
生
活
の

延
長
と
し
て
’
高
校
生
の
み
な

さ
ん
の
応
募
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
こ
れ
も
安
易
な
考
え
方
で
な

く
t
人
生
を
南
米
に
捧
げ
る
心

が

ま
え
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

◎
い
ず
れ
に
し
て
も
’
よ
く
考

え
、
移
住
の
決
心
の
つ
い
た
人

は
’
予
備
登
録
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◎
移
什
に
つ
い
て
’
い
ろ
い
ろ

」
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て

や

る
の
は
丁
度
人
が
プ
ロ
に
一
に
何
回
も
仔
を
生
ま
な
け
れ
ば

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

る
様
な
も
の
で
あ
る
　
　
　
　
な
ら
な
い
の
で
石
灰
が
不
足
す

⑥

日
光
に
よ
く
当
る
夏
は

あ
ま
り
日
光
に
よ
く
当
る
と
N

が

つ
て

豚
の

生
理
上
も
よ
く
な

い

く
豚

は
汗
線
が
発
達
し
て
い

な
い
の
で
暑
が
る
）
が
そ
の
他

の
季
節
に
は
よ
く
当
て
、
丈
夫

る
と
使
え
な
く
な
る
。
コ
ロ
イ

カ
ル
’
ナ
ー
リ
ン
等
を
や
れ
ぽ

よ
い
。
青
草
の
中
に
は
こ
れ
等

ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
燕

］
麦
、
ク
ロ
ー
バ
’
フ
ダ
ソ
一
早
蛤
守

軟
か
い
も
の
は
よ
い
飼
料
で
大

な
体
を
つ
く
り
た
い
日
光
に
当
根
葉
の
よ
う
な
苦
い
も
の
は
あ

豚
の

飼
A7

方
（下）

改

良
普
及
員
　
崎
浜
　
俊
郎

る
と
丈
夫
な
骨
が
で
き
る
。
　
「
ま
り
喰
べ
な
い
。
殊
に
哺
乳
中

⑦
鉱
物
質
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
を
一
の
仔
豚
に
は
生
後
三
週
間
目
か

や
る
こ
と
鉱
物
質
と
は
石
灰
ら
や
る
と
元
気
な
よ
い
仔
豚
に

・

リ
ン
、
カ
リ
ソ
ー
ダ
苦
土
等
一
な
る
。
青
草
の
量
は
体
重
の
一

鉄
マ
ン
ガ
ン
、
コ
パ
ル
ト
普
通
割
位
で
あ
る
。

作
物
で
云
う
微
量
成
分
と
考
え
⑤
回
虫
の
駆
除
を
す
る
仔

て

よ
い
。
そ
の
中
で
も
石
灰
が
豚
を
買
つ
て
来
た
ら
、
発
育
の

の

回
贔
が
感
染
し
て
い
る
も
の

で

あ
る
。
今
新
薬
が
で
て
い
る

が
ど
れ
で
も
よ
い
。

⑨

哺
乳
豚
の

エ
サ
の

や
リ

方
ま
ず
、
分
娩
前
一
週
間
位

か

ら
エ
サ
の
量
を
う
ん
と
滅
ら

す

分
娩
当
日
は
軽
く
食
わ
す
量

は
灯
娠

中
の
半
分
位
を
ぬ
る
ま

湯
て

ト
イ
て
や
る
、
と
こ
ろ
が

そ
れ
化
が
生
れ
た
’
う
ん
と
乳

が
出
る
よ
う
に
と
の
親
心
？
で

モ

チ

米
だ
、
メ
リ
ケ
ン
粉
だ
何

だ

か
ん
だ

と
か
ね
て
や
ら
な
い

様

な
も
の
を
や
る
の
で
母
親
は

分
娩
当
日
二
、
三
日
は
ア
ツ
サ

リ
し
た
も
の
を
喰
ぺ
た
い
の
に

人
間
様
は
御
馳
走
を
盛
る
の
で

参

つ
て

し
も
う
の
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
体
験
は
あ
り
は
し
ま

せ
ん

か
、
そ
の
た
め
に
は
’
母

豚

の

乳
の
出
方
を
見
る
と
分
娩

五

日
か
ら
二
十
日
位
の
間
ま
で

漸
増
し
て
二
十
日
で
最
高
に
達

し
五
十
日
位
で
分
娩
当
日
の
泌

乳

P
に
な
る
の
で
エ
サ
も
こ
れ

よ
う
に
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
各
地

「
農
休
日
を
定
め
よ
う
」
と
云

う
課
題
は
’
四
月
の
青
年
団
研

修
会
で

1
農
村
婦
人
に
、
誰
に
も
気
が

　

ね

な
く
休
め
る
日
を
与
え
た

　
い
2
農
村
社
会
の
生
活
を
も
つ
と

　
、
明
る
い
t
楽
し
い
も
の
に

　

し
て
、
青
年
が
希
望
を
も
て

　

る
社
会
に
し
た
い
。

3
農
村
生
活
を
改
め
る
こ
と
に

　

よ
つ
て
’
農
業
経
営
の
合
理

　
化
を
推
進
で
き
る
「
考
え
る

　
農
民
」
を
育
て
た
い
。

等
を
目
標
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

毎
　月
各10
　日

では

休
　日

続
々
実
施

の

が
き
つ
か
け
。

そ
の
後
、
婦
人
会
、
部
落
長
研

修
会
で
も
、
重
要
課
題
の
一
つ

区
振
興
会
を
開
い
て
’
こ
の
問

題
を
と
り
あ
げ

1
毎
月
十
日
を
農
休
日
に
定
め

　
夏
は
午
前
八
時
ま
で
’
冬
は

　
午
｝
8
0
十
時
ま
で
に
草
刈
り
を

　
終
つ
て
’
仕
事
を
休
む

と
し
て
検
討
ξ
今
で
監
，
．
．
の
，
を
利
用
し
て
学
校

内
全
農
民
の
共
通
課
題
と
な
り

、

既

に
、
心
あ
る
人
々
の
強
力

な
支
持
を
得
て
、
各
地
で
つ
ぎ

く
に
実
現
し
つ
ふ
あ
る
。

　

ま
ず
鳥
浜
部
落
が
六
月
末
総

会
を
聞
い
て
、
毎
月
十
日
を
農
一

　
参

観
日
に
す
る
よ
う
学
校
と

　
話
し
あ
い
、
そ
の
日
は
、
親

　
が

交
替
で
、
子
供
の
勉
強
ぶ

　
り
を
見
に
行
く

こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

　
ま
た
’
木
原
、
寺
前
、
山
ノ

ロ
の
各
部
落
で
も
、
七
月
中
旬

賢
、
鱈
霞
義
霞
．
顯
巖
諮
藷
ビ
許

め
e
池
田
校
区
ξ
部
嚢
口
顯
噂
膀
聾
腎

、

青

飾
団
長
、
婦
人
会
長
、
各
瀬
も
近
く
実
施
の
運
び
に
な
る

種
団
体
指
導
者
で
結
成
す
る
校
「
も
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

◆

圓
◇
固
翻
謡
闘
躍
謬
憩
舗

　
六
反

田
部
落
婦
人
会
は
’
田

植
あ
が
り
の
一
日
、
　
「
父
の
旦

」

の
催

し
を
開
き
’
か
ね
て
董

教
諭
の
講
話
、
小
中
学
生
の
遊

型星旦婦人会の「父の日」

一ぎ
’
婦
人
の
手
踊
り
、
そ

れ
に
同
じ
く
主
婦
た
ち
の

手
料
理
で
一
ば
い
や
り
な

が
ら
の
楽
し
い
一
日
で
’

楽
し
み
な
が
ら
話
し
合
う

機
会
を
得
て
’
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
散
会
し
ま

し
た
。

　
な
お
’

、

こ
の
よ
う
な
催
し
を
町

1
つ
て
い
ま
す
。

　
町
婦
人
会
と
体
協
で
は
’
二

十
四

日
午
前
十
時
か
ら
、
大
根

占
小
学
校
で
、
県
社
会
教
育
課

の
福
満
綾
子
先
生
を
招
き
’
お

一

ど
り
の
講
習
会
を
開
く
こ
と
に

万
つ
た
・

　
指
導

曲
名
は
　
　
　
会

r
は
ん
や
節
　
　
習
．

　
　
（
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
）
講

2
九
州
よ
か
と
こ

町
婦

人
く
、
で
は
雲
鵠
書
い
る

m
a
t
t
w
i
n
t
v
O
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8月の農作業
’

　営農相談室

早
期
水
稲

　
今
年
の
早
期
水
稲
は
、
後
半

好
天
侯

に
恵
ま
れ
昨
年
程
度
か

、

と
こ
ろ
に
よ
つ
て
は
そ
れ
以

上

の
作
況
で
す
。

◎
収
穫
と
調
製

　
架
干
は
晴
天
に
三
、
四
日
乾

燥
す

る
と
籾
の
水
分
は
大
体
十

五
％
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
上

架
干
し
て
も
水
分
含
量
は
大
し

て
変
ら
な
い
よ
う
で
す
。

架
干
が
終
つ
た
ら
脱
殻
し
た
籾

は
特
別
な
場
合
を
除
け
ば
普
通

十
五
ー
十
六
％
で
す
か
ら
更
に

莚
干
ま
た
は
乾
燥
機
に
よ
る
再

乾
燥
を
し
て
水
分
を
十
三
％
位

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
莚
干
は
莚
一
枚
に
約
二
斗
の

籾

を
ひ
ろ
げ
十
一
時
頃
か
ら
三

時
頃
ま
で
の
間
は
莚
で
覆
い
午

　
　
　
・
・
”
；
ぐ
、
ハ
、
こ
、
・
⑳
・
‘
t
－
・
◆
，
r
：
よ
ノ
ち

　
　
　
　

前
中
と
夕
力
の
弱
い
日
光
で
乾

燥

し
て
下
さ
い
。
な
お
今
年
は

麓
部
落
の
浜
園
商
店
、
半
ヶ
石

の

半
ケ
石
節
さ
ん
’
笹
腺
の
馬

込
幸
夫

さ
ん
宅
に
通
風
乾
燥
機

が
入
り
ま
し
た
の
で
同
地
方
の

方
は
利
用
し
て
下
さ
い
。

普
通
水
稲

　

本
年
は
特
に
害
虫
の
発
生
が

多
く
、
す
で
に
多
大
の
被
害
を

み
て

お

り
ま
す
の
で
た
え
ず
圃

場

を
視
察
し
て
次
の
要
領
で
駆

除
し
て
下
さ
い
。

－
、
二
化
め
い
虫

　
稲
の
茎
内
に
喰
入
つ
て
芯
枯

の
現
象
を
起
し
ま
す
。
田
の
中

心
附
近
を

五
、
六
株
か
ら
十
数

株
（
ひ
ど
い
と
こ
ろ
て
は
そ
れ

以

上
）
集
団
的
に
発
生
し
て
喰

害
す
る
害
虫
で
す
。
茎
の
中
に

入

つ
て

い

ま
す
の
で
一
般
の
楽

剤
で
は

効
果
が
期
待
で
き
ま
せ

ん

の

で
共
同
防
除
に
よ
る
有
機

燐
剤
の
撒
布
が
一
番
効
果
が
大

で
す
。
ま
た
最
近
発
売
さ
れ
た

デ

イ
プ
テ
レ
ツ
ク
ス
の
五
〇
〇

倍
液
（
水
一
リ
ツ
ト
ル
に
つ
き

二

十
㏄
）
を
反
当
十
－
十
五

リ
ツ
ト
ル
撒
布
し
て
下
さ
い
。

、
，
．
人
t
N
、
’
N
．
　
t
’
　
v
－
　
．

畜産市況
肉豚共同出荷（大根占農協）

7月24日　22頭（キP当り
最高　181円90銭
最低　147円66銭

平均　172円5銭
　最近一時横ばいから　ま
た少し上り気味、小さい豚
は売り急がない方がよい。
　◎仔牛せり市　（8月5日）
資格牛（70頭）その他（35頭）

牝最高　60，000

〃最低　23．800

〃平均　35．655

壮最高　35，000

　最低　16，000

　平均　21，283

総平均　29，490

41，500

21，000

28，651

24，500

17，000

28，081

25，134

※4月せり市より平均
　2，760円高

2
：
ウ
ン
カ
類
（
ヌ
カ
虫
）
K
・
D
D
T
乳
剤
の
二
〇
〇
置

　
防
除

薬
剤
は
B
I
C
剤
D
D
液
（
水
一
リ
ツ
ト
ル
に
五
十
㏄
）

T
剤
有
機
燐
剤
な
ど
何
れ
も
的
を
反
当
十
ー
十
五
リ
ツ
ト
ル

確

な
防
除
効
果
が
あ
り
ま
す
が
む
ら
な
く
散
布
す
る
。

安
価
て
使
用
の
箇
単
な
の
は
B

H
C
剤
で
あ
り
ま
す
か
ら
B
H

C
一
％
粉
剤
を
反
当
三
K
以
上

を
株
元

に

よ
く
か
A
る
よ
う
に

撒
布

し
て
下
さ
い
。
D
D
T
乳

剤
を
撒
布
す
る
場
合
は
四
〇
〇

倍
液
（
水
一
リ
ツ
ト
ル
に
つ
き

二
十
五

㏄
）
を

反

当
十
－
十

五

リ
ツ
ト
ル
を
株
元
ま
で
よ
く

か

x
る
よ
う
撒
布
し
て
下
さ
い

5
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

　

ツ

マ

グ
ロ
ヨ
ユ
バ
イ
が
発
生

し
ま
す
と
稲
の
養
分
を
吸
牧
す

る
害
も
勿
論
で
す
が
、
い
し
く

病
を
媒
介
し
大
き
な
害
を
与
え

ま
す
。

　

防
除
薬
剤
は
マ

ラ
ソ
ン
が
効

果
的
で
す
o
粉
剤
を
使
用
す
る

場
合
は
反

当
三
K
以
上
乳
剤
を

使

用
す
る
場
合
は
1
1
’
　
O
O
O

倍
液
（
水
一
リ
ツ
ト
ル
に
五
㏄
）

を
反
当
十
－
十
五
リ
ツ
ト
ル

散
布
し
て
下
さ
い
。

4
、
タ
テ
ハ
マ
キ
、
コ
プ

ノ
メ
イ
ガ
、
イ
ネ
ツ
ト
ム

シ　

何
れ
も
稲
藁
を
1
ー
数
枚
巻

い
て

ツ
ト
を
作
つ
て
喰
害
す
る

害
虫
て
す
。
年
二
回
発
生
し
て

七

月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
と
九

月
の
出
穂
期
に
発
生
し
ま
す
。

特
に
出
穂
期
に
は
大
害
を
与
え

腎
肋
齢
語
暮
蕊
笠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

薬
剤
は
B
H
C
一
●
％
を
反
当
三
［ 5

、
稲
熱
病

　
山
間
冷
水
田
等
特
に
稲
が
窒

素
過
多
に
よ
り
軟
弱
に
生
育
し

た

と
こ
ろ
に
発
生
し
易
い
の
で

良
く
注
意
し
て
病
害
を
み
た
ら

す
ぐ
薬
剤
散
布
を
し
て
下
さ
い

　
使
用
薬
剤
は
水
銀
製
剤
を
使

い
粉

剤
な
ら
反
当
三
K
以
上
乳

剤
な
ら
四
〇
〇
倍
液
（
水
一
リ

ツ

ト
ル
に
二
十
五
C
C
）
を
反

）m
十
－
－
－
十
五
リ
ツ
ト
ル
む
ら

な
く
散
布
す
る
。

6
，
白
葉
枯
病

　
台
風
等
で
葉
に
傷
が
つ
い
た

後
な
ど
に
良
く
発
生
し
ま
す
。

薬
剤
は
稲
熱
病
に
準
ず
る
。

◎
何
れ
の
害
虫
の
駆
除
で
も
粉

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
反
当
三

K
以
上
乳
剤
の
場
合
は
薬
剤
の

濃
度
と
反
当
十
ー
十
五
リ
ツ

ト
ル
散
布
量
を
絶
対
に
守
つ
て

下

さ
い
。
そ
れ
と
害
虫
の
生
熊

を

無
視

し
た
稲
藁
に
に
散
布
す

る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
か
ら

で
き
る
だ
け
株
元
を
ね
ら
つ
て

散
布
し
防
除
の
効
果
を
あ
げ
る

よ
う
に
で
で
下
さ
い
。

早

期
陸
稲

おどりの

　
牧
穫
の
時
期
と
な
る
が
要
領

は
早
期
水
稲
と
同
じ
考
え
方
で

よ
い
】
甘
　
　
藷

　
そ
ろ
〉
台
風
の
時
期
が
迫

つ
て

来
る
の
で
で
き
る
だ
け
早

く
ツ
ル
の
伸
長
を
は
か
り
台
風

に

よ
る
根
元
の
動
よ
う
や
根
部

の
露
出
を
防
ぐ
よ
う
に
す
る
o

　

な
お
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た

除
草
時
の
ツ
ル
か
え
し
は
し
な

い
方
が
よ
い
。

早

期
栽
培
の
跡
作

　
早
期
水
陸
稲
の
跡
作
は
自
分

の
経
営
内
容
や
’
立
地
的
条
件

を
良
く
考
え
休
閑
に
す
る
こ
と

な
く
飼
肥
料
作
物
そ
菜
類
等
を

作
付
し
て
土
地
の
高
度
利
用
を

図
つ
て
下
さ
い
。

　
町

で
は
下
場
地
区
に
於
て
は

早
期
水
稲
の
跡
作
に
キ
ヌ
サ
ヤ

碗
豆
の
栽
培
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
。

◎
農
業

改
良
普
及
員
異
動

転
任
　
山
田
亮
三
氏
　
川
辺
へ

新
任
　
田
中
智
氏
　
鹿
屋
か
ら

　
　
　
　

御

　
　
挨
　
　
拶

　

こ
の
た
び
川
辺
地
区
農
業
改
良
普
及
所
へ
転
勤
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
四
年
間
1
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
「

何
l
つ
御
期
待
に
沿
い
得
な
か
つ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
上

端難
鋸
鑑
鍮
蟻
欝
難
に
繊
遮

　
だ
ん
だ
ん
暑
さ
も
激
し
く
な
つ
て
参
り
ま
す
充
分
体
に
気
を

つ
け

お
働
き
下
さ
い
。

　
　
　
　
農
業
　
良
普
及
員
　
山
　
　
田
　
　
亮
　
　
三


